
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各放送チャンネルの放送内容を一義的に示すジャンルを決定するチャンネルジャンル決
定装置であって、
　各前記放送チャンネル毎に放送される各番組のジャンルを示すジャンル情報および当該
各番組情報の放送時間を示す放送時間情報を取得する取得手段と、
　前記各放送チャンネル毎に、前記ジャンル情報に基づいて前記各番組を分類するととも
に当該分類された各ジャンル毎の放送時間を算出する算出手段と、
　前記算出された各ジャンル毎の放送時間に基づいて前記各放送チャンネルのジャンルを
決定する決定手段と、
　を備えたことを特徴とするチャンネルジャンル決定装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のチャンネルジャンル決定装置において、
　前記取得手段が、前記番組を配信する配信装置によって提供された前記ジャンル情報お
よび前記放送時間情報を少なくとも有する番組情報を取得することを特徴とするチャンネ
ルジャンル決定装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のチャンネルジャンル決定装置において、
　前記取得手段が、将来放送予定の前記番組情報を予め取得することを特徴とするチャン
ネルジャンル決定装置。
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【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載のチャンネルジャンル決定装置において、
　前記決定手段が一定周期毎に前記各放送チャンネルのジャンルを決定することを特徴と
するチャンネルジャンル決定装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載のチャンネルジャンル決定装置において、
　前記決定手段が、前記各チャンネルのジャンルを決定するときに、前記算出手段によっ
て算出された前記各ジャンル毎の放送時間のうち最多放送時間を有するジャンルを、前記
各チャンネルのジャンルに決定することを特徴とするチャンネルジャンル決定装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載のチャンネルジャンル決定装置において、
　前記算出手段が、前記各チャンネル毎に前記各ジャンル毎の放送時間を算出する際に、
何れのジャンルの放送時間も総放送時間における一定の割合を越えないときは、前記決定
手段が当該チャンネルのジャンルを総合ジャンルに決定することを特徴とするチャンネル
ジャンル決定装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項に記載のチャンネルジャンル決定装置において、
　前記算出手段が、前記各ジャンル毎の放送時間を算出する場合に、前記ジャンル毎に前
記放送時間を積算する積算手段を有し、
　前記決定手段が、当該各ジャンル毎に積算された放送時間である積算時間に基づいて前
記各放送チャンネルのジャンルを決定することを特徴とするチャンネルジャンル決定装置
。
【請求項８】
　請求項７に記載のチャンネルジャンル決定装置において、
　前記決定手段が一定周期毎に各放送チャンネルのジャンルを決定する場合であって、
　前記積算手段が、前記チャンネル毎に前記ジャンル毎の放送時間を積算するときに、前
回に積算した前記各ジャンルの積算時間の結果に基づいて当該ジャンル毎の放送時間を積
算することを特徴とするチャンネルジャンル決定装置。
【請求項９】
　請求項８に記載のチャンネルジャンル決定装置において、
　前記積算手段が、前回に積算した前記ジャンル毎の積算時間の結果に基づいて該ジャン
ル毎に放送時間を算出する場合に、前記前回の積算時間に基づいて各ジャンルにおける重
み付けを算出し、当該重み付けを用いて前記各ジャンル毎の放送時間を積算することを特
徴とするチャンネルジャンル決定装置。
【請求項１０】
　
　

チャンネルジャンル決定方法であって、
　各前記放送チャンネル毎に放送される各番組のジャンルを示すジャンル情報および当該
各番組情報の放送時間を示す放送時間情報を 取得する取得処理工程と、
　前記各放送チャンネル毎に、前記ジャンル情報に基づいて前記各番組を分類するととも
に当該分類された各ジャンル毎の放送時間を 算出する算出処理工程と、
　前記算出された各ジャンル毎の放送時間に基づいて前記各放送チャンネルのジャンルを

決定する決定処理工程と、
　を含むことを特徴とする各放送チャンネルの放送内容を一義的に示すジャンルを決定す
るチャンネルジャンル決定方法。
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【請求項１１】
　請求項１０に記載のチャンネルジャンル決定方法において、
　前記取得処理工程においては、 前記番組を配信する配信装置によって提
供された前記ジャンル情報および前記放送時間情報を少なくとも有する番組情報を取得す
ることを特徴とするチャンネルジャンル決定方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のチャンネルジャンル決定方法において、
　前記取得処理工程においては、 将来放送予定の前記番組情報を予め取得
することを特徴とするチャンネルジャンル決定方法。
【請求項１３】
　請求項１０乃至１２のいずれか一項に記載のチャンネルジャンル決定方法において、
　前記決定処理工程においては、 一定周期毎に前記各放送チャンネルのジ
ャンルを決定することを特徴とするチャンネルジャンル決定方法。
【請求項１４】
　請求項１０乃至１３のいずれか一項に記載のチャンネルジャンル決定方法において、
　前記決定処理工程においては、 前記各チャンネルのジャンルを決定する
ときに、前記算出された前記各ジャンル毎の放送時間のうち最多放送時間を有するジャン
ルを、前記各チャンネルのジャンルに決定することを特徴とするチャンネルジャンル決定
方法。
【請求項１５】
　コンピュータによって、各放送チャンネルの放送内容を一義的に示すジャンルを決定す
るチャンネルジャンル決定処理プログラムであって、
　前記コンピュータを、
　各前記放送チャンネル毎に放送される各番組のジャンルを示すジャンル情報および当該
各番組情報の放送時間を示す放送時間情報を取得する取得手段、
　前記各放送チャンネル毎に、前記ジャンル情報に基づいて前記各番組を分類するととも
に当該分類された各ジャンル毎の放送時間を算出する算出手段、
　前記算出された各ジャンル毎の放送時間に基づいて前記各放送チャンネルのジャンルを
決定する決定手段、
　として機能させることを特徴とするチャンネルジャンル決定処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、多チャネル放送を受信するテレビジョン放送受信機に関し、特に、各番組毎に
提供されるジャンル情報に基づいて各放送チャンネルのジャンルを判別する装置および方
法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、放送衛星や通信衛星などの人工衛星を介して、デジタル化したテレビジョン信号を
伝送し、各家庭においてこれを受信してテレビ番組を視聴するデジタル放送システムが運
用されている。この種のシステムでは、多くの放送チャンネルを確保することができるの
で、非常に多数の番組を放送することができるようになっている。
【０００３】
このようなシステムでは、多数の番組の放送内容を示す番組情報、例えば、ＢＳ（ Broadc
asting Satellite）デジタル放送やＣＳ（ Communication Satellite）デジタル放送にお
ける番組配列情報（以下、ＳＩ（ Service Information）情報）をＴＶ番組の映像・音声
情報（以下、映像・音声データという）と共に衛星から各家庭のテレビジョン放送受信機
に送信するようになっており、各テレビジョン放送受信機で映像・音声データをＴＶディ
スプレイに出力するとともに、番組情報を抽出し、当該番組情報を用いてユーザに対して
様々なサービスを提供するようになっている。
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【０００４】
この番組情報の利用形態の代表的なものに、当該ＳＩ情報に基づいて電子番組ガイド（以
下、ＥＰＧという）を生成し、当該ＥＰＧに基づいて放送チャンネルの選択を可能にする
システムがある。
【０００５】
具体的には、当該システムは、当該番組情報に基づいて各放送チャンネルの放送されてい
る番組内容と当該放送チャンネルを示す電子番組ガイドを生成してＴＶディスプレイ上に
表示するとともに、このＴＶディスプレイに表示されたＥＰＧに基づいてユーザがチャン
ネル選択可能に構成し、放送チャンネル選択における操作性を向上させることができるよ
うになっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述のようなテレビジョン放送受信機にあっては、ＥＰＧを生成して表示
させるようにしても、放送チャンネルのジャンルを判別することができないので、チャン
ネル選択における選択操作が煩雑になるという問題を有していた。
【０００７】
具体的には、ＢＳデジタル放送・ＣＳデジタル放送およびケーブルテレビなどによる多チ
ャンネルの放送を受信する場合に、当該受信機において選択するチャンネル数が膨大にな
るため、番組毎に番組内容の提示が行われるＥＰＧを利用したとしても、チャンネル順、
すなわち、放送局が放送波を提供する際に割り当てられている周波数順に番組表示を行う
ことになり、一度にＴＶディスプレイに表示されるチャンネル数は限られているので、ユ
ーザの希望する番組を簡易にかつ迅速に選択することが困難であった。
【０００８】
特に、複数の放送事業者から提供された放送波を受信する場合には、１００ｃｈや２００
ｃｈといった同一番号のチャンネルが存在し、選択操作の混乱が生ずる可能性があるとと
もに、上述のようにチャンネル順選択の場合には、放送事業者および放送チャンネルに基
づいてチャンネル順選択が行われるので、ユーザの希望する番組を簡易にかつ迅速に行う
ことができないという問題が生じていた。
【０００９】
本発明は、上記の各問題点に鑑みて為されたもので、その課題は、容易に放送チャンネル
の選択できるようチャンネル毎にジャンルを決定することができるチャンネルジャンル決
定装置を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、各放送チャンネルの放送内容を
一義的に示すジャンルを決定するチャンネルジャンル決定装置であって、各前記放送チャ
ンネル毎に放送される各番組のジャンルを示すジャンル情報および当該各番組情報の放送
時間を示す放送時間情報を取得する取得手段と、前記各放送チャンネル毎に、前記ジャン
ル情報に基づいて前記各番組を分類するとともに当該分類された各ジャンル毎の放送時間
を算出する算出手段と、前記算出された各ジャンル毎の放送時間に基づいて前記各放送チ
ャンネルのジャンルを決定する決定手段と、を備えた構成を有している。
【００１１】
この構成により、請求項１に記載の発明では、各チャンネル毎に、ジャンル情報に基づい
て各番組を分類するとともに当該分類された各ジャンル毎の放送時間情報を算出し、この
算出された各ジャンル毎の放送時間に基づいて各放送チャンネルのジャンルを決定する。
【００１２】
したがって、各番組情報のジャンル情報および放送時間情報に基づいて各放送チャンネル
のジャンルを決定することができ、放送チャンネルのジャンル分け、すなわち、グループ
分けが可能となるので、例えば、各放送チャンネルの選択順を、テレビ放送などの番組情
報が提供される周波数順に変えて、ジャンル毎（グループ毎）に並べ替えるなどチャンネ
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ル選択における操作性および利便性を向上させることに利用することができる。
【００１３】
また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のチャンネルジャンル決定装置において
、前記取得手段が、前記番組を配信する配信装置によって提供された前記ジャンル情報お
よび前記放送時間情報を少なくとも有する番組情報を取得する構成を有している。
【００１４】
この構成により、請求項２に記載の発明では、テレビ放送やインターネットなどの番組を
配信する配信装置によって提供されたジャンル情報および放送時間情報を少なくとも有す
る番組情報を取得する。
【００１５】
したがって、提供された番組情報を取得することによってジャンル情報および放送時間情
報を容易にかつ確実に取得することができるので、各放送チャンネルのジャンル決定を確
実に行うことができる。
【００１６】
また、請求項３に記載の発明は、請求項２に記載のチャンネルジャンル決定装置において
、前記取得手段が、将来放送予定の前記番組情報を予め取得する構成を有している。
【００１７】
この構成により、請求項３に記載の発明では、ジャンル情報および放送時間情報を有する
番組情報を予め取得する。
【００１８】
したがって、今後提供される番組の個々の内容に基づいて各放送チャンネルのジャンル決
定を行うことできるので、ユーザが放送チャンネルを選択する際には適切なジャンル分け
が行われた各放送チャンネルのジャンルに基づいて選択操作が可能となる。
【００１９】
また、請求項４に記載の発明は、請求項１乃至３のいずれか一項に記載のチャンネルジャ
ンル決定装置において、前記決定手段が一定周期毎に前記各放送チャンネルのジャンルを
決定する構成を有している。
【００２０】
この構成により、請求項４に記載の発明では、一定周期毎に各放送チャンネルのジャンル
を決定する。
【００２１】
したがって、時間経過とともに放送チャンネルの番組内容が変化した場合であっても、ま
たは、一定時期のみ放送チャンネルの番組内容が特化した場合であっても、それに対応し
たジャンル決定を行うことができるようになっている。
【００２２】
また、請求項５に記載の発明は、請求項１乃至４のいずれか一項に記載のチャンネルジャ
ンル決定装置において、前記決定手段が、前記各チャンネルのジャンルを決定するときに
、前記算出手段によって算出された前記各ジャンル毎の放送時間のうち最多放送時間を有
するジャンルを、前記各チャンネルのジャンルに決定する構成を有している。
【００２３】
この構成により、請求項５に記載の発明では、各ジャンル毎に算出された放送時間のうち
、最多放送時間を有するジャンルをその放送チャンネルのジャンルに設定するので、放送
チャンネルの放送内容を的確に示すジャンルを決定することができる。
【００２４】
また、請求項６に記載の発明は、請求項１乃至５のいずれか一項に記載のチャンネルジャ
ンル決定装置において、前記算出手段が、前記各チャンネル毎に前記各ジャンル毎の放送
時間を算出する際に、何れのジャンルの放送時間も総放送時間における一定の割合を越え
ないときは、前記決定手段が当該チャンネルのジャンルを総合ジャンルに決定する構成を
有している。
【００２５】
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この構成により、請求項に６記載の発明では、何れのジャンルの放送時間においても予め
設定された放送時間を越えないときは、決定手段が当該チャンネルのジャンルを２以上の
ジャンルの番組を有する総合ジャンルに決定するので、１つのジャンルに番組内容が集中
しない放送チャンネルに対しては、総合ジャンルとして的確に放送チャンネルの放送内容
を示すジャンルに決定することができる。
【００２６】
また、請求項７に記載の発明は、請求項１乃至６のいずれか一項に記載のチャンネルジャ
ンル決定装置において、前記算出手段が、前記各ジャンル毎の放送時間を算出する場合に
、前記ジャンル毎に前記放送時間を積算する積算手段を有し、前記決定手段が、当該各ジ
ャンル毎に積算された放送時間である積算時間に基づいて前記各放送チャンネルのジャン
ルを決定する構成をしている。
【００２７】
この構成により、請求項７に記載の発明では、各放送チャンネル毎にジャンルを決定する
ときに、各ジャンルに分類された番組情報における放送時間情報を積算し、当該ジャンル
毎に積算された積算時間に基づいて各放送チャンネルのジャンルを決定する。
【００２８】
したがって、各ジャンル毎に積算時間に基づいて各放送チャンネルのジャンルを決定する
ことができるので、ジャンルを決定する際の処理を複雑にすることなく、容易にかつ確実
に各放送チャンネルのジャンルを判断することができる。
【００２９】
また、請求項８に記載の発明は、請求項７に記載のチャンネルジャンル決定装置において
、前記決定手段が一定周期毎に各放送チャンネルのジャンルを決定する場合であって、前
記積算手段が、前記チャンネル毎に前記ジャンル毎の放送時間を積算するときに、前回に
積算した前記各ジャンルの積算時間の結果に基づいて当該ジャンル毎の放送時間を積算す
る構成を有している。
【００３０】
この構成により、請求項８に記載の発明では、各チャンネル毎に各ジャンル毎の放送時間
を積算するときに、前回に積算した各ジャンルの積算時間の結果に基づいて当該各ジャン
ル毎の放送時間を積算する。
【００３１】
したがって、過去に提供された番組の放送時間を考慮することができるので、例えば、任
意の放送チャンネルで突発的に今までの放送内容と異なる内容の番組が提供されたとして
も、直ちに決定するジャンルが変わることがなく、放送内容を的確に示すジャンルを決定
することができる。
【００３２】
また、請求項９に記載の発明は、請求項８に記載のチャンネルジャンル決定装置において
、前記積算手段が、前回に積算した前記ジャンル毎の積算時間の結果に基づいて該ジャン
ル毎に放送時間を算出する場合に、前記前回の積算時間に基づいて各ジャンルにおける重
み付けを算出し、当該重み付けを用いて前記各ジャンル毎の放送時間を積算する構成を有
している。
【００３３】
この構成により、請求項９に記載の発明では、放送時間を積算するときに、前回の積算時
間に基づいて重み付けを算出して各ジャンルにおける今回の放送時間を積算するので、的
確に放送内容を示すジャンルを決定することができる。
【００３４】
　また、請求項１０に記載の発明は、
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ルジャンル決定方法であって、各前記放送チャンネル毎に放送される各番組のジャンルを
示すジャンル情報および当該各番組情報の放送時間を示す放送時間情報を
取得する取得処理工程と、前記各放送チャンネル毎に、前記ジャンル情報に基づいて前記
各番組を分類するとともに当該分類された各ジャンル毎の放送時間を 算出
する算出処理工程と、前記算出された各ジャンル毎の放送時間に基づいて前記各放送チャ
ンネルのジャンルを 決定する決定処理工程と、を含む構成を有している。
【００３５】
この構成により、請求項１０に記載の発明では、各チャンネル毎に、ジャンル情報に基づ
いて各番組を分類するとともに当該分類された各ジャンル毎の放送時間情報を算出し、こ
の算出された各ジャンル毎の放送時間に基づいて各放送チャンネルのジャンルを決定する
。
【００３６】
したがって、各番組情報のジャンル情報および放送時間情報に基づいて各放送チャンネル
のジャンルを決定することができ、放送チャンネルのジャンル分け、すなわち、グループ
分けが可能となるので、例えば、各放送チャンネルの選択順を、テレビ放送などの番組情
報が提供される周波数順に変えて、ジャンル毎（グループ毎）に並べ替えるなどチャンネ
ル選択における操作性および利便性を向上させることに利用することができる。
【００３７】
　また、請求項１１に記載の発明は、請求項１０に記載のチャンネルジャンル決定方法に
おいて、前記取得処理工程においては、 前記番組を配信する配信装置によ
って提供された前記ジャンル情報および前記放送時間情報を少なくとも有する番組情報を
取得する構成を有している。
【００３８】
この構成により、請求項１１に記載の発明では、テレビ放送やインターネットなどの番組
を配信する配信装置によって提供されたジャンル情報および放送時間情報を少なくとも有
する番組情報を取得する。
【００３９】
したがって、提供された番組情報を取得することによってジャンル情報および放送時間情
報を容易にかつ確実に取得することができるので、各放送チャンネルのジャンル決定を確
実に行うことができる。
【００４０】
　また、請求項１２に記載の発明は、請求項１１に記載のチャンネルジャンル決定方法に
おいて、前記取得処理工程においては、 将来放送予定の前記番組情報を予
め取得する構成を有している。
【００４１】
この構成により、請求項１２に記載の発明では、ジャンル情報および放送時間情報を有す
る番組情報を予め取得する。
【００４２】
したがって、今後提供される番組の個々の内容に基づいて各放送チャンネルのジャンル決
定を行うことできるので、ユーザが放送チャンネルを選択する際には適切なジャンル分け
が行われた各放送チャンネルのジャンルに基づいて選択操作が可能となる。
【００４３】
　また、請求項１３に記載の発明は、請求項１０乃至１２のいずれか一項に記載のチャン
ネルジャンル決定方法において、前記決定処理工程においては、 一定周期
毎に前記各放送チャンネルのジャンルを決定する構成を有している。
【００４４】
この構成により、請求項１３に記載の発明では、一定周期毎に各放送チャンネルのジャン
ルを決定する。
【００４５】
したがって、時間経過とともに放送チャンネルの番組内容が変化した場合であっても、ま
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たは、一定時期のみ放送チャンネルの番組内容が特化した場合であっても、それに対応し
たジャンル決定を行うことができるようになっている。
【００４６】
　　また、請求項１４に記載の発明は、請求項１０乃至１３のいずれか一項に記載のチャ
ンネルジャンル決定方法において、前記決定処理工程においては、 前記各
チャンネルのジャンルを決定するときに、前記算出された前記各ジャンル毎の放送時間の
うち最多放送時間を有するジャンルを、前記各チャンネルのジャンルに決定する構成を有
している。
【００４７】
この構成により、請求項１４に記載の発明では、各ジャンル毎に算出された放送時間のう
ち、最多放送時間を有するジャンルをその放送チャンネルのジャンルに設定するので、放
送チャンネルの放送内容を的確に示すジャンルを決定することができる。
【００４８】
また、請求項１５に記載の発明は、コンピュータによって、各放送チャンネルの放送内容
を一義的に示すジャンルを決定するチャンネルジャンル決定処理プログラムであって、前
記コンピュータを、各前記放送チャンネル毎に放送される各番組のジャンルを示すジャン
ル情報および当該各番組情報の放送時間を示す放送時間情報を取得する取得手段、前記各
放送チャンネル毎に、前記ジャンル情報に基づいて前記各番組を分類するとともに当該分
類された各ジャンル毎の放送時間を算出する算出手段、前記算出された各ジャンル毎の放
送時間に基づいて前記各放送チャンネルのジャンルを決定する決定手段、として機能させ
る構成を有している。
【００４９】
この構成により、請求項１５に記載の発明では、各チャンネル毎に、ジャンル情報に基づ
いて各番組を分類するとともに当該分類された各ジャンル毎の放送時間情報を算出し、こ
の算出された各ジャンル毎の放送時間に基づいて各放送チャンネルのジャンルを決定する
。
【００５０】
したがって、各番組情報のジャンル情報および放送時間情報に基づいて各放送チャンネル
のジャンルを決定することができ、放送チャンネルのジャンル分け、すなわち、グループ
分けが可能となるので、例えば、各放送チャンネルの選択順を、テレビ放送などの番組情
報が提供される周波数順に変えて、ジャンル毎（グループ毎）に並べ替えるなどチャンネ
ル選択における操作性および利便性を向上させることに利用することができる。
【００５１】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に好適な実施の形態について、図面に基づいて説明する。
【００５２】
なお、以下に説明する実施の形態は、衛星デジタル放送受信機に対して本発明に係るチャ
ンネルジャンル決定装置を適用した場合の実施形態であり、図１～図１０は、本発明に係
るチャンネルジャンル決定装置の一実施形態を示す図である。
【００５３】
〔衛星デジタル放送受信機の構成と概要動作〕
まず、図１、図２を用いて本実施形態における構成および概要動作について説明する。
【００５４】
なお、図１は、本発明の一実施形態にかかる衛星デジタル放送受信機の構成を示す図であ
り、図２は、本発明の受信機の操作装置であるリモコン装置の外観図である。
【００５５】
図１に示す衛星デジタル放送受信機（以下、単に受信機という）１００は、視聴者の家庭
に配置され、ＢＳ放送またはＣＳ放送など衛星からのデジタル放送信号（放送波）を受信
してテレビジョン（ＴＶ）番組を家庭のテレビジョン放送受信機の画面上に表示するよう
になっており、同時に衛星から送られる番組内容を示す番組情報、例えば、ＳＩ情報の一
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部であるＥＩＴ情報（ Event Information Table）情報を受信し、当該ＥＩＴ情報に基づ
いて放送チャンネルのジャンル決定（以下、ジャンル決定処理という）および電子番組ガ
イド（ＥＰＧ）の表示制御を行うようになっている。
【００５６】
なお、本実施形態では、ＢＳ放送またはＣＳ放送を受信する衛星デジタル放送受信機につ
いて説明するが、ＣＡＴＶ（ Cable Television）などの有線テレビジョン放送の受信に適
用することも可能である。
【００５７】
図１に示すように、受信機１００は、バス１０１に種々の要素が接続された構成を有して
おり、また、操作装置としての付属のリモコン装置１０２により操作可能に構成されてい
る。
【００５８】
この受信機１００は、アンテナ１０３を介して衛星から送信された放送波を受信するチュ
ーナ１０４と、チューナ１０４によって抽出されたデジタル信号の復調処理を行う復調処
理部１０５と、ユーザ契約情報などに基づいて放送波の受信限定処理を行う限定受信処理
部１０６と、指定されたサービスにおける音声データと映像データを復調されたデジタル
信号から抽出するデマルチプレクサ１０７と、抽出した映像データをデコードして番組映
像データを生成するビデオデコーダ１０８と、デコードされた映像信号ＥＰＧ表示データ
および後述するチャンネル選択リストを映像信号に変換するディスプレイプロセッサ１０
９と、抽出した音声データをデコードして番組音声データを生成するオーディオデコーダ
１１０と、デコードされた音声信号の音声処理を行う音声処理部１１１と、映像・音声デ
ータをそれぞれ表示および拡声するＴＶディスプレイ１１２と、リモコン装置１０２によ
って指示信号を入力するインターフェース（以下、Ｉ／Ｏという）１１３と、所定のグラ
フィックデータおよびテキストデータをそれぞれ格納するフラッシュメモリ１４およびＲ
ＯＭ１１５と、後述するジャンル決定処理、チャンネル選択制御によって使用するデータ
を格納するＲＡＭ１１６と、リモコン装置１０２によって選択されたチャンネルの映像・
音声データをＴＶディスプレイ２０２に表示するため、各部を制御するとともに後述する
各放送チャンネルのジャンル決定処理およびチャンネル選択制御に基づいて各部を制御す
る制御部１１７と、を備えている。
【００５９】
なお、チューナ１０４、復調処理部１０５、デマルチプレクサ１０７は、本発明に係る取
得手段を構成するとともに、制御部１１７は、本発明に係る取得手段、算出手段、決定手
段、積算手段を構成する。
【００６０】
バス１０１にはモデム１０８を介して公衆回線、例えば、電話公衆網回線やインターネッ
ト回線が接続されており、ユーザ宅の電話やパソコンなどと接続し、放送局と視聴者家庭
との間の必要な通信が行えるようになっている。
【００６１】
リモコン装置１０２は、図２に示すように、リモコン装置１０２の上部に設けられた機能
キー５０１～５０８と、当該リモコン装置１０２のほぼ中央に配置されたカーソル移動キ
ー５０９～５１２と、決定キー５１３と、放送チャンネルの番号を入力する入力キー５１
４と、音量の上下を行う音量キー５１５と、チャンネルを後述するチャンネル選択リスト
に基づいて順番に選択するＵＰキーおよびＤＯＷＮキーのチャンネルキー５１６、５１７
と、から構成される。
【００６２】
なお、各機能キー５０１～５０８は、ＥＰＧ操作などを行うためのキーであり、このキー
を押し下げることによって、例えば、ＥＰＧ番組表の表示制御等が行えるようになってい
る。また、カーソル移動キー５０９～５１２および決定キー５１３は、基本的には、ＥＰ
Ｇ表示時のチャンネル選択等に用いられるようになっている。
【００６３】
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チューナ１０４は、アンテナ１０３を介して衛星から送信された放送波（例えば、ＲＦ信
号）を受信するようになっており、ユーザの選択した受信帯域に同調して受信した信号波
をデジタル信号であるＩＦ（中間周波数）信号に変換し、復調処理部１０５に出力するよ
うになっている。
【００６４】
なお、この放送波には、上述したように、ＴＶ番組の映像・音声情報である映像・音声デ
ータと、ジャンル決定処理のために使用されるＥＩＴ情報と、が含まれている。
【００６５】
復調処理部１０５は、入力されたデジタル信号を復調し、データフレームの再構成及び誤
り訂正などの必要な処理を施し、暗号解読処理部（デスクランブラ）２００を介して、Ｍ
ＰＥＧ２のトランスポートストリーム（以下、ＴＳ： Transport Streamという）形式でデ
ータを、限定受信処理部１０６を介してデマルチプレクサ１０７に供給するようになって
いる。
【００６６】
限定受信処理部１０６は、ユーザ契約情報などに基づいて放送波の受信限定処理を行うよ
うになっており、具体的には以下の処理を行うようになっている。
【００６７】
この限定受信処理部１０６は、事前契約型の限定放送がサービス単位又は番組単位で行わ
れ、対象となるＭＰＥＧ２のＴＳが暗号化され送信されるようになっているため、デスク
ランブラ２００と、契約情報を記録し、視聴判定を行うＩＣカード２０１と、から構成さ
れるようになっている。
【００６８】
このＩＣカード２０１は、放送事業者共同運営のサービスセンターから各受信機ユーザへ
配布され、このカードにはユーザと各放送事業者との契約状況に応じてユーザ契約情報が
記載されており、一般に各ユーザ毎にその記載内容が異なっている。したがって、ユーザ
が限定放送番組を選択した場合、限定受信処理部１０６はユーザ契約情報と放送波から得
られる暗号解読関連情報の双方を用い、ユーザが契約している場合にはＭＰＥＧ２のＴＳ
の暗号解読を行い、ユーザはこの番組を視聴できるようになっている。一方、非契約の場
合にはＭＰＥＧ２のＴＳの暗号解読は行われず、ユーザはこの限定放送番組を視聴できな
いようになっている。また、ペイ・パー・ビュー（Ｐａｙ　Ｐｅｒ　Ｖｉｅｗ）番組の場
合には、ユーザが番組を購入する度にＩＣカード２０１に購入状況が記載され、一定期間
毎に受信機側からモデム１０８、公衆回線を介して放送配信事業者側にペイ・パー・ビュ
ー番組購入情報を送信するようになっている。
【００６９】
デマルチプレクサ１０７は、入力されたＭＰＥＧ２のＴＳから、指定されたサービスの音
声データと映像データとを抽出し、それぞれオーディオデコーダ１０とビデオデコーダ８
に供給するようになっている。
【００７０】
また、デマルチプレクサ１０７は、ＥＩＴ情報および各部を制御する制御データを、入力
されたＭＰＥＧ２のＴＳから抽出するようになっており、この抽出したＥＩＴ情報を制御
部１１７の制御下において当該制御部１１７および記憶手段であるＲＡＭ１１６に出力す
るようになっている。
【００７１】
なお、音声データはＭＰＥＧ２－Ａｕｄｉｏ形式であり、映像データはＭＰＥＧ２－Ｖｉ
ｄｅｏ形式である。また、ＥＰＧ表示処理及び領域表示処理は当該ＥＩＴ情報を利用して
行われる。
【００７２】
ビデオデコーダ１０８は、デマルチプレクサ１０７によって抽出された映像データが入力
されるようになっており、この入力された映像データを復号して番組映像データを生成す
るとともに、この生成されたデータをディスプレイプロセッサ１０９に供給するようにな
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っている。
【００７３】
ディスプレイプロセッサ１０９には、デコードされた映像データが入力されるようになっ
ており、このディスプレイプロセッサ１０９は、この入力された番組映像データに所定の
処理を施して、映像出力を行うようになっている。
【００７４】
また、ディスプレイプロセッサ１０９は、ＴＶディスプレイ１１２の画面に表示させるよ
う番組映像上に文字情報などを重畳させる機能を有しており、後述するチャンネル選択リ
スト、および、ＥＰＧ表示用データ及び座標データを、番組映像データ上に重畳し、又は
番組映像データと置き換えられて出力するようになっている。
【００７５】
オーディオデコーダ１１０には、デマルチプレクサ１０７によって抽出された音声データ
が入力されるようになっており、このオーディオデコーダ１１０は、入力された音声デー
タを復号化して番組音声データを生成し、この番組音声データを音声処理部１１１に供給
するようになっている。
【００７６】
音声処理部１１１は、音声信号を増幅するアンプを有しており、入力された音声信号に所
定の音声信号処理を行ってＴＶディスプレイ１１２に音声出力を行うようになっている。
【００７７】
制御部１１７は、主にＣＰＵによって構成されており、ユーザがリモコン装置１０２を使
用して入力した指示信号に基づいてユーザの操作を認識するようになっている。したがっ
て、この制御部１１７は、ユーザの指示に従って受信機１００内の各要素を制御するよう
になっており、例えば、ユーザが指定したチャンネルの周波数に同調するための指示をチ
ューナ１０４に送るようになっている。
【００７８】
また、制御部１１７には、デマルチプレクサ１０７から出力されたＥＩＴ情報が入力され
るようになっており、このＥＩＴ情報に基づいて後述する各放送チャンネルの内容を一義
的に示すジャンルを決定するジャンル決定処理、ジャンル毎のチャンネル順選択を行うた
めのチャンネル選択制御を行うようになっている。
【００７９】
なお、ＥＩＴ情報の詳細について、並びに、ジャンル決定処理およびチャンネル選択制御
の詳細については後述する。
【００８０】
受信機１００は、このような構成を有することによって、放送波を受信するとともに、リ
モコン装置１０２によって選択されたチャンネルのＴＶ番組を表示および拡声するように
なっている。
【００８１】
また、受信機１００が、ＥＰＧの表示の際を行うには、制御部１１７によって、ＲＡＭ１
６に記憶されているＥＩＴ情報を元にしてＥＰＧテキストデータ、リモコン装置１０２の
数字キーの各設置位置に対応して分割された番組表表示面の各座標データを生成するとと
もに、フラッシュメモリ１４内に記憶されている番組表の枠データなどのグラフィックデ
ータ、ＲＯＭ１５内のフォントデータ、ＲＡＭ１６内のＥＰＧテキストデータ及び番組表
表示面の各座標データに基づいてＥＰＧ表示用データを生成するようになっており、制御
部１７からの切換指示に基づいて、ビデオデコーダ１０８からの番組映像データとＥＰＧ
表示用データとを切り換え、又は番組データ上にＥＰＧ表示用データ及び上記座標データ
を重畳し、映像信号としてＴＶディスプレイ１１２に出力するようになっている。
【００８２】
〔番組情報（ＥＩＴ情報）〕
次に、図３を用いて衛星から送信されるデジタル信号および当該デジタル信号に含まれる
番組情報について説明する。
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【００８３】
なお、図３は、ＣＳ放送におけるデジタル信号のデータ形式の概略図であり、図４は、放
送波に含まれるＥＩＴ情報の構成を示す一例である。また、図５および図６は、コンテン
トニブルおよびユーザニブルによってジャンルを特定する際のコンテントニブルおよびユ
ーザニブルとジャンルの対応例を示す図である。
【００８４】
また、本実施形態では、ＣＳデジタル放送、すなわち、ＥＩＴ情報を用いて番組情報を説
明するとともに、衛星放送における周波数帯域の場合を「ＣＳチャンネル」と呼び、受信
機１００が受信する各放送番組の放送チャンネルと区別する。
【００８５】
図３に示すように、衛星デジタル放送システムでは、複数のチャンネル（帯域）が設定さ
れ、各ＣＳチャンネル毎に１つのＭＰＥＧ２のＴＳを送信することができるようになって
おり、この１つのＴＳにより複数の、例えば４～６つのサービスを送信することが可能に
なっている。すなわち、１つのＴＳには複数の放送チャンネルがそれぞれ提供する番組（
プログラム）が多重されている。
【００８６】
ＣＳ放送の場合は、複数のＣＳチャンネルのうち何れか１つのＣＳチャンネル、例えば、
ＣＳチャンネル１の中に、各放送チャンネル用（１００ｃｈ用、１０１ｃｈ用、１０２ｃ
ｈ用）の映像・音声データおよび所定の制御を行う制御データの他に、全放送チャンネル
のＥＩＴ情報、すなわち、全放送チャンネルの１週間分のＥＩＴ情報（以下、スケジュー
ルＥＩＴ情報という）と現在放送中および次に放送予定の番組におけるＥＩＴ情報（以下
、チャンネルＥＩＴ（ｃｈ－ＥＩＴ）情報という）が多重されている。
【００８７】
スケジュールＥＩＴ情報とは、一定期間内に今後放送が予定される全ての放送チャンネル
における全番組のＥＩＴ情報であり、具体的には、全ての放送チャンネルの分の各番組に
おけるジャンル情報（ニブル）、放送開始時間および放送時間長のＥＩＴ情報（以下、番
組ＥＩＴ情報という）をいう。
【００８８】
また、この番組ＥＩＴ情報４００は、例えば、全放送チャンネル毎の各番組毎に図４（ａ
）（ｂ）に示すような情報を有しており、提供されるチャンネル番号（ｃｈ番号）４０１
の他、さまざまな情報が含まれている。
【００８９】
特に、この番組ＥＩＴ情報には、放送開始時間および放送時間長を示す時間情報４０２、
ジャンルを分類するためのジャンルコードを有するニブル４０３、番組宣伝など受像機１
００に表示するキャラクターデータ４０４および番組名４０５などを含んでいる。
【００９０】
例えば、図４（ａ）のＥＩＴ情報は、２１５チャンネルにおいて、１９９９年４月１日　
７：００～　２４時間　番組名「ゲーム」、ジャンル「レジャー：コンピュータ／ＴＶゲ
ーム」（ユーザニブル）を示している。また、図４（ｂ）のＥＩＴ情報は、２５１チャン
ネルにおいて、１９９９年４月１日　１５：３０～３０分間　番組名「ニュース／スポー
ツ」、ジャンル「ニュース／報道：総合」（ユーザニブル）を示している。
【００９１】
ニブル４０３とは、ジャンルを決定するためのジャンルコードの１の種類であり、このニ
ブル４０３は、コンテントニブル（ Content nibble）、ユーザニブル (user nibble)など
放送形態や放送事業者などにより定められ、数種類のニブルが規格化されている。
【００９２】
図５、図６に示すように、コンテントニブルおよびユーザニブルは、各ニブルとも２種類
のニブル、すなわち、ニュースやドラマ、スポーツといった大まかなジャンルを示す大分
類と、具体的なジャンルの内容、スポーツであれば、ゴルフ・野球といったようなことを
示す中分類とがあり、この２種類のニブルに基づいてジャンルが特定できるようになって
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いる。
【００９３】
このように、本実施形態では、受信機１００において、常に、他のチャンネルを視聴して
いる場合であっても、ＣＳチャンネル１を受信することにより、一週間分の全チャンネル
の番組ＥＩＴ情報を取得することができるようになっており、各取得した番組ＥＩＴ情報
４００は、制御部１１７の指示に基づいて各放送チャンネル毎に時間情報４０２、ニブル
４０３および番組名情報４０５をＲＡＭ１１６に格納するとともに、ＥＰＧを行うときは
所定の処理を行うようになっている。
【００９４】
なお、本実施形態では、ＣＳデジタル放送におけるＥＩＴ情報を例示して説明したが、有
線テレビジョン放送においてもＥＩＴ情報が提供されており、有線テレビジョン方法では
、図７に示すように、スケジュールＥＩＴ情報、すなわち、全放送チャンネルの１週間分
のＥＩＴ情報が何れかのＣＡチャンネル（例えば、ＣＡチャンネル３）によって制御デー
タとともに提供されるようになっている。
【００９５】
また、本実施形態では、ＣＳデジタル放送におけるＥＩＴ情報に基づいて説明したが、勿
論、ＢＳデジタル放送におけるＳＩ情報も番組情報として適用可能である。
【００９６】
〔チャンネルジャンルの決定処理およびジャンル経験値の算出処理〕
次に、図８を用いて上述したＥＩＴ情報に基づいて各放送チャンネルのチャンネルジャン
ルを決定するチャンネルジャンルの決定処理（以下、ジャンル決定処理という）、および
、当該ジャンル決定処理における過去のジャンル経験値を算出する処理（以下、ジャンル
経験値の算出処理という）について説明する。
【００９７】
なお、図８は、本実施形態においてジャンル決定処理の動作を示すフローチャートであり
、図９は、１週間毎に算出するジャンル経験値の算出処理の例を説明するための図である
。
【００９８】
また、当該ジャンル決定処理は、制御部１１７において行われているようになっており、
予め設定された時間毎またはユーザが指定した時に当該ジャンル決定処理を行うとともに
、各放送チャンネル毎にジャンルを決定するようになっている。例えば、１日に１度、１
週間に１度、若しくは、１ヶ月に１度毎に、または、ユーザが任意に指定してときにジャ
ンル決定処理を行うようになっている。ただし、本実施形態では１週間に一度指定された
時間に当該ジャンル決定処理を行うものとする。
【００９９】
まず、予め定められた指定時間であるか、または、ユーザによりリモコン装置１０２など
の所定のキーボタンが押し下げられたか否かを判断する（ステップＳ１１）。
【０１００】
次いで、当該ジャンル決定処理を行う時間であること、または、ユーザによるキーボタン
の押し下げされたことを認識した場合には、取得した全放送チャンネルの１週間分の番組
ＥＩＴ情報をＲＡＭ１１６から取得する（ステップＳ１２）。
【０１０１】
なお、全放送チャンネルの１週間分の番組ＥＩＴ情報は、ＲＡＭ１１６に一定の時間毎に
更新して格納しておくようになっているが、これに限るものでなく、当該ジャンル決定処
理が行われる前までに最新の番組ＥＩＴ情報がＲＡＭ１１６に格納されていればよい。
【０１０２】
次いで、以下に示す処理を放送チャンネル毎に行う。
【０１０３】
まず、ＲＡＭ１１６に格納された各放送チャンネルのジャンル経験値を取得する（ステッ
プＳ１３）。このジャンル経験値とは、過去に決定された各放送チャンネルのジャンルに
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基づいて算出された値であり、例えば、前回ジャンル決定処理時に算出されたジャンル順
位によって定められた値である。なお、このジャンル経験値の算出方法の詳細については
後述する。
【０１０４】
次いで、全放送チャンネルの番組ＥＩＴ情報および各放送チャンネル毎に取得されたジャ
ンル経験値に基づいて各放送チャンネルおけるジャンル毎の総放送時間を算出する（ステ
ップＳ１４）。
【０１０５】
次いで、各放送チャンネル毎に、総放送時間が一番多いジャンルが一週間の総放送時間に
おける一定の割合、例えば５０％以上か否かを判断する（ステップＳ１５）。５０％以上
の場合には、その放送チャンネルのジャンルにその一番放送量があるジャンルを決定して
（ステップＳ１６）、当該ジャンル決定処理を繰り返すため、ステップＳ１１に戻る。一
方、５０％より低い場合には、その放送チャンネルのジャンルを「総合」ジャンルに決定
して（ステップＳ１７）、当該ジャンル決定処理を繰り返すため、ステップＳ１１に戻る
。
【０１０６】
次に、上述したジャンル経験値の算出処理について説明する。
【０１０７】
なお、当該ジャンル経験値の算出処理は制御部１１７によって行われるようになっている
。
【０１０８】
本実施形態では、一の放送チャンネルのジャンルを決定する場合に用いられた各ジャンル
の算出された放送時間に基づいて当該各放送チャンネル毎に各ジャンルのジャンル経験値
を算出するようになっている。
【０１０９】
具体的には、本実施形態では、上述のように、ジャンル決定処理を行う場合に、当該放送
チャンネルにおいて総放送時間が一番多いジャンルを放送チャンネルのジャンルに決定す
るようになっており、ジャンル経験値を算出する場合には、このとき算出された各ジャン
ルの時間を用いるようになっている。
【０１１０】
すなわち、ジャンル決定処理において各チャンネルのジャンルを決定する際に各ジャンル
における放送時間が算出されているので、この各順位に基づいて予め定められた係数を付
与し、当該付与した係数をジャンル経験値としてＲＡＭ１１６に放送チャンネルに関連付
けて格納するようになっている。
【０１１１】
例えば、本実施形態では、以下に示す（式１）により当該係数を算出するようになってい
る。
係数　＝　ＥＸＰ（（１―順位）／ｘ）　　　　・・・（式１）
ただし、ｘは重み付け関数であり、例えば、本実施形態ではｘ＝４とする。
【０１１２】
このようにジャンル決定処理およびジャンル経験値算出処理を行うことにより、各放送チ
ャンネルのジャンルを決定するようになっている。
【０１１３】
次に、図９を用いて上述のジャンル決定処理およびジャンル経験値算出処理の一例を示す
。
【０１１４】
図９（ａ）に示すように、全放送チャンネルの前回のジャンル経験値を１として（前回の
ジャンル経験値が無い場合など）、各ジャンルの放送時間が、１００ｃｈにおいて、ニュ
ース６５０時間、音楽２５０時間、アニメ２００時間、１０１ｃｈにおいて、映画７００
時間、ニュース２００時間、音楽２００時間、および、１０２ｃｈにおいて、音楽４００
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時間、映画３５０時間、ニュース３５０時間と各ジャンルの総放送時間が算出されたとす
ると、１００ｃｈでは、
ニュース放送時間　　　＝　　６５０　×　１　　＝　　６５０時間
音楽放送時間　　　　　＝　　２５０　×　１　　＝　　２５０時間
アニメ放送時間　　　　＝　　２００　×　１　　＝　　２００時間
より、当該１００ｃｈのジャンルをニュースに決定し、ニュース、音楽、アニメのジャン
ル経験値を、それぞれ、１、０．７８、０．６１に設定する。同様に、１０１ｃｈでは、
映画放送時間　　　　　＝　　７００　×　１　　＝　　７００時間
ニュース放送時間　　　＝　　２００　×　１　　＝　　２００時間
音楽放送時間　　　　　＝　　２００　×　１　　＝　　２００時間
より、ジャンルを映画に決定し、映画、ニュース、音楽のジャンル経験値を、それぞれ、
１、０．７８、０．７８に設定し、１０２ｃｈでは、
音楽放送時間　　　　　＝　　４００　×　１　　＝　　４００時間
映画放送時間　　　　　＝　　３５０　×　１　　＝　　３５０時間
ニュース放送時間　　　＝　　３５０　×　１　　＝　　３５０時間
より、ジャンルを音楽に決定し、音楽、映画、ニュースのジャンル経験値を、それぞれ、
１、０．７８、０．７８に設定する。
【０１１５】
次いで、さらに一定期間後、例えば、一週間後に、ジャンル決定処理およびジャンル経験
値算出処理を行うときは、上述の各チャンネルのジャンル経験値に基づいてジャンル決定
処理を行うようになっている。
【０１１６】
例えば、図９（ｂ）に示すように、各ジャンルの放送時間が、１００ｃｈにおいて、ニュ
ース５００時間、音楽６００時間、１０１ｃｈにおいて、映画３００時間、ニュース６０
０時間、音楽２００時間、および、１０２ｃｈにおいて、音楽７５０時間、映画３５０時
間とすると、１００ｃｈでは、
ニュース放送時間　　　＝　　５００　×　１　　　　＝　　５００時間
音楽放送時間　　　　　＝　　６００　×　０．７８　＝　　４６８時間
より、ジャンルをニュースに決定し、ニュース、音楽のジャンル経験値を、それぞれ、１
、０．７８に設定し、アニメは、最下位の０．６１に設定する。同様に、１０１ｃｈでは
、
映画放送時間　　　　　＝　　３００　×　１　　　　＝　　３００時間
ニュース放送時間　　　＝　　６００　×　０．７８　＝　　４６８時間
音楽放送時間　　　　　＝　　２００　×　０．７８　＝　　１３６時間
より、ジャンルをニュースに決定し、ニュース、映画、音楽のジャンル経験値を、それぞ
れ、１、０．７８、０．６１に設定し、１０２ｃｈでは、
音楽放送時間　　　　　＝　　７５０　×　１　　　　＝　　７５０時間
ニュース放送時間　　　＝　　３５０　×　０．７８　＝　　２７３時間
より、ジャンルを音楽に決定し、音楽、ニュースのジャンル経験値を、それぞれ、１、０
．７８に設定し、映画は、最下位の０．６１に設定する。
【０１１７】
以上のように、放送チャンネル毎にジャンルの決定およびジャンル経験値の設定を行うよ
うになっており、ジャンル経験値の算出処理は、ジャンル決定処理が行われる毎に行われ
るようになっている。
【０１１８】
なお、本実施形態では、ジャンル経験値の設定において、放送時間が同位の場合には、同
じ経験値を付与するようになっているが、例えば、その前回までの順位によって序列をつ
けてもよい。また、２回目以降のジャンル決定処理において放送時間が無いジャンルにつ
いては、最下位に設定しているが、これに限らず、他の方法により、放送時間のない、ま
たは、一定の時間に満たないジャンルのジャンル経験値を算出してもよい。
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【０１１９】
〔チャンネル選択制御〕
次に、図１０を用いてチャンネル選択リストに基づいてユーザが放送チャンネルを選択す
る際のチャンネル選択の制御動作について説明する。
【０１２０】
なお、図１０は、チャンネル選択リストとリモコン装置とを対応付けを説明するための図
である。
【０１２１】
本実施形態では、上述したジャンル決定処理によって決定された各放送チャンネルのジャ
ンルに基づいてチャンネル選択リストを生成するとともに、当該チャンネル選択リストと
本発明の受信機１００の操作装置であるリモコン装置１０２の操作キー、例えば、ＵＰキ
ー５１６、ＤＯＷＮキー５１７とを対応させることにより、同一ジャンル毎に放送チャン
ネルをＵＰキー５１６、ＤＯＷＮキー５１７によって連続して検索・選択することができ
るようになっている。
【０１２２】
このチャンネル選択リストとは、ＵＰキー５１６、ＤＯＷＮキー５１７のキーボタンによ
ってチャンネル選択を行う際に使用する選択リストであり、本実施形態では、チャンネル
ジャンル決定処理によって各放送チャンネルのジャンル決定が行われる毎に、生成するよ
うになっている。
【０１２３】
通常、チャンネル選択リストは、テレビジョン放送を受信する受信機において、放送局が
放送波を提供する際に割り当てられている周波数順にＵＰキー５１６、ＤＯＷＮキー５１
７のキーボタンによってチャンネル選択を行うチャンネル順を示すようになっているが、
これでは、多チャンネルを有する受信機では、順序よく放送チャンネルを選択する場合に
、所望する放送チャンネルを見つけ出すには相当の時間が必要になる。
【０１２４】
そこで、本実施形態では、上述したようにジャンル決定処理によって分類された各放送チ
ャンネルをジャンル毎に並べ替えたリスト、すなわち、同一ジャンル毎に分類され各放送
チャンネルのチャンネル選択リストを生成することによって、同一ジャンル毎に放送チャ
ンネルを連続して検索・選択することができるようになっている。
【０１２５】
具体的には、図１０（ａ）に示すように、放送事業者（複数のテレビジョン放送を提供す
る放送事業者、例えば、ＣＳデジタル放送を提供する放送事業者）Ａによって１００ｃｈ
、１０５ｃｈ、１０６ｃｈ、１１０ｃｈ、１１５ｃｈ、２００ｃｈが提供されるとともに
、放送事業者（例えば、ＣＳデジタル放送を提供する放送事業者Ａとは別の放送事業者）
Ｂによって１００ｃｈ、１０５ｃｈ、１２０ｃｈ、１３０ｃｈが提供されている場合であ
って、上述したチャンネル決定処理において、放送事業者Ａにおける１００ｃｈがニュー
ス、１０５ｃｈがアニメ、１０６ｃｈがスポーツ、１１０ｃｈが音楽、１１５ｃｈが映画
および２００ｃｈが音楽と決定されているとともに、放送事業者Ｂにおける１００ｃｈが
映画、１０５ｃｈがニュース、１２０ｃｈがスポーツおよび１３０ｃｈがアニメと決定さ
れた場合に、通常は、当該図１０（ａ）に示すように、ユーザが、ＵＰキー５１６、ＤＯ
ＷＮキー５１７によってチャンネルを選択すると、各放送事業者毎にチャンネル順に選択
制御がなされるようになる。
【０１２６】
しかしながら、本実施形態では、制御部１１７によってジャンル毎に分類することにより
、図１０（ｂ）に示すように、各放送チャンネルをジャンル毎に並べ替えたチャンネル選
択リストを生成し、このチャンネル選択リストに基づいて放送チャンネルが選択された場
合には、当該選択された放送チャンネルをＴＶディスプレイ１１２に表示するようになっ
ている。
【０１２７】

10

20

30

40

50

(16) JP 3961299 B2 2007.8.22



すなわち、ニュースであれば、ニュースのジャンルを有する放送チャンネルを、アニメで
あれば、アニメのジャンルを有する放送チャンネルを、ＵＰキー５１６またはＤＯＷＮキ
ー５１７によって連続して選択できるように配列するようになっている。
【０１２８】
本実施形態では、このような機能を実現するために、制御部１１７は、放送チャンネルの
ジャンルを決定するジャンル決定処理を行う毎に、当該ジャンル決定された各放送チャン
ネルに基づいてチャンネル選択リストを生成し、当該チャンネル選択リストを当該チャン
ネル順選択を行う際の操作キーに対応させるよう各部を制御するとともに、当該チャンネ
ル選択リストをＲＡＭ１１６に格納するようになっている。
【０１２９】
また、制御部１１７は、当該チャンネル選択リストよってチャンネル選択を行う際には、
当該チャンネル選択リストとリモコン装置１０２の操作キーを対応づけて、チューナ１０
４を制御するようになっている。
【０１３０】
以上により本実施形態によれば、衛星から送信された予め将来放送予定のＥＩＴ情報を取
得することによってジャンル情報および放送時間情報を取得することができ、各チャンネ
ル毎に、当該ジャンル情報および放送時間情報に基づいて各番組を分類するとともに当該
分類された各ジャンル毎の放送時間情報を算出し、この算出された各ジャンル毎の放送時
間に基づいて各放送チャンネルのジャンルを決定することができる。
【０１３１】
したがって、各番組情報のジャンル情報および放送時間情報に基づいて各放送チャンネル
のジャンルを決定することができ、放送チャンネルのジャンル分け、すなわち、グループ
分けが可能となるので、各放送チャンネルの選択順を、テレビ放送などの番組情報が提供
される周波数順に変えて、ジャンル毎に並べ替えることができるとともに、今後提供され
る番組の個々の内容に基づいて各放送チャンネルのジャンル決定を行うことできるので、
チャンネル選択における操作性および利便性を向上させることに利用することができる。
【０１３２】
また、一定周期毎に各放送チャンネルのジャンルを決定することができるので、時間経過
とともに放送チャンネルの番組内容が変化した場合であっても、または、一定時期のみ放
送チャンネルの番組内容が特化した場合であっても、各放送チャンネルをそれに対応した
ジャンル決定を行うことができるようになっている。
【０１３３】
なお、本実施形態では、各番組のジャンルを示すニブルを放送波とともに提供されるＥＩ
Ｔ情報を取得することによって得るようになっているが、これに限らず、放送波とは別に
インターネットなどによって提供される情報を受信することによって取得するようにして
もよい。
【０１３４】
また、本実施形態では、ＥＩＴ情報の取得において、放送が将来予定される一定期間（１
週間）の各放送チャンネル毎各番組毎のＥＩＴ情報を有するスケジュールＥＩＴ情報を取
得することによって各番組の番組ＥＩＴ情報を取得するようになっているが、図３に示す
ように各ＣＳチャンネルで提供される番組ＥＩＴ（ｃｈ－ＥＩＴ）情報３０３を各放送チ
ャンネル毎、各番組毎に取得することによって当該各番組毎のＥＩＴ情報を取得するよう
にしてもよい。
【０１３５】
すなわち、各放送チャンネル毎に現在放送中の番組または次の番組についての各番組情報
をＲＡＭ１１６に蓄積しておき、予め設定された時間毎に当該蓄積された番組情報に基づ
いて上述ようにチャンネル選択リストを生成するようにしてもよい。
【０１３６】
さらに、上述したスケジュールＥＩＴ情報またはｃｈ－ＥＩＴ情報に限らず、１ヶ月、２
ヶ月先の将来放送が予定される番組のＥＩＴ情報若しくは過去に提供されたＥＩＴ情報に
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よって適宜チャンネル選択リストを生成するようにしてもよい。
【０１３７】
例えば、過去のＥＩＴ情報によってチャンネル選択リストを生成する場合には、過去に提
供されたＥＩＴ情報を適宜ＲＡＭに格納しておく、または、インターネットなどを通じて
各放送局のサーバなどから取得するようにする。
【０１３８】
また、本実施形態では、上述したような受信機１００において、ジャンル決定処理、チャ
ンネル選択動作を行うようになっているが、制御部１１７をコンピュータおよびメモリな
どの記録装置によって構成し、チャンネルジャンルの決定処理、ジャンル経験値の算出処
理およびチャンネル選択制御の各動作を行うプログラムを当該メモリに格納するとともに
、この各プログラムをコンピュータによって読み出すことにより当該各動作を行うように
してもよい。
【０１３９】
【発明の効果】
以上説明したように、本願発明によれば、各番組情報のジャンル情報および放送時間情報
に基づいて各放送チャンネルのジャンルを決定することができ、放送チャンネルのジャン
ル分け、すなわち、グループ分けが可能となるので、例えば、各放送チャンネルの選択順
を、テレビ放送などの番組情報が提供される周波数順に変えて、ジャンル毎（グループ毎
）に並べ替えるなどチャンネル選択における操作性および利便性を向上させることに利用
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態にかかる衛星デジタル放送受信機の構成を示す図である。
【図２】一実施形態における衛星デジタル放送受信機の操作装置であるリモコン装置の外
観図である。
【図３】一実施形態のＣＳデジタル放送におけるデジタル信号のデータ形式の概略図であ
る。
【図４】一実施形態の放送波に含まれるＥＩＴ情報の構成を示す一例である。
【図５】一実施形態のコンテントニブルによってジャンルを特定する際のコンテントニブ
ルとジャンルの対応例を示す図である。
【図６】一実施形態のユーザニブルによってジャンルを特定する際のユーザニブルとジャ
ンルのその他の対応例を示す図である。
【図７】その他の実施形態の放送波（有線テレビジョン放送）に含まれるＥＩＴ情報の構
成を示す一例である。
【図８】一実施形態におけるジャンル決定処理の動作を示すフローチャートである。
【図９】一実施形態における１週間毎に算出するジャンル経験値の算出処理の一例を説明
するための図である。
【図１０】一実施形態におけるチャンネル選択リストとリモコン装置とを対応付けを説明
するための図である。
【符号の説明】
１００　…　衛星デジタル放送受信機
１０１　…　バス
１０２　…　リモコン装置（操作手段）
１０３　…　アンテナ
１０４　…　チューナ（取得手段）
１０５　…　復調処理部（取得手段）
１０６　…　限定受信処理部
１０７　…　デマルチプレクサ（取得手段）
１０８　…　ビデオデコーダ
１０９　…　ディスプレイプロセッサ
１１０　…　オーディオデコーダ
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１１１　…　音声処理部
１１２　…　ＴＶディスプレイ
１１３　…　インターフェース（Ｉ／Ｏ）
１１４　…　フラッシュメモリ
１１５　…　ＲＯＭ
１１６　…　ＲＡＭ
１１７　…　制御部（取得手段、算出手段、決定手段、積算手段）
１１８　…　モデム
３０１　…　チャンネルデータ
３０２　…　スケジュールＥＩＴ情報
３０３　…　ｃｈ－ＥＩＴ情報
３０４　…　制御データ
４００　…　番組ＥＩＴ情報
４０１　…　ｃｈ番号
４０２　…　時間情報
４０３　…　ニブル
４０４　…　キャラクターデータ
４０５　…　番組名情報
５０１～５０８　…　機能キー
５０９～５１２　…　カーソル移動キー
５１３　…　決定キー
５１４　…　入力キー
５１５　…　音量キー
５１６　…　ＵＰキー
５１７　…　ＤＯＷＮキー
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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